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95. リンデン乳剤のイエバエ幼虫に及ぼす影野 (才脚 刑の効力.1̂矧 こおける肘 勿･tl今的村村のrr7
折 節1報)上野耶久 ･松El岬亡者 (和歌lJT爪 和ul研究Wl)31.10.29.JT!<叩

イエバエ3令幼虫を1)シデン乳剤稀釈攻に-Tt'FT'jr''i1日tl'1してその形餌をしF'ベT_-ところ,M.L.C.

は浸捌 即可の延長と共に小となり,薬剤の彫轡として邦符折が現われ, その羽化由よ非7;YIこ代く.

正常な蛸と顕祈な差が認められた;

.緒 言

従来ハエ類幼虫の防除には,オルソジクロールベン

ゾールを主剤とした和々の殺机剤,いわゆるオルソ剤

が用いられて果たが,近年リンデン乳剤の班用がさか

,'1,にな:),その効力も従来のオルソ剤に比して数段摩

れているとの報告が井上(3),鈴木等叫こよってなされ

穀姐刑として各種の .)ンデン乳剤が市販されだした｡

一方これらの殺組剤の効力を比較する試験方法につい

ては,各種の柁雑な変因が加わり,未だ方法論的に椛

記されていない｡遠山等(ll) はその班郡的な試験法と

して,"モミガラ浸別法"を提唱したが, 新者等の経

験によれば,この方法ではシャ-レの壁,布三等にの

ぼる胴体がかなt)多く,rFlJ-シャーレ内でも,難攻に

対する接触時間が一定しないきらいがあり･又他の浸
拭法に比して中央致死脱皮が描くなt),効力を過少評

価するおそれもある｡文殺虫効果の判定EL･についても,

判定喝肌 生死CL)規準等をどうとろかは,これらの試

験法の砺立には3E宏なことである｡項に幼虫の飼育密

皮により薬剤に対する抵抗性が異なってくることも考

えられ すでに石宙等(1)はアズキゾウムシ Calloso-

brtLChlLSChl'nensisを用いて,BHC に対する抵抗性

が飼育密度と共に変化することを報じている｡このほ

か鈴木等は乳化剤の相違も成虫の不羽化率に彫響する

ことを招じており,又･)ンデン乳剤はオルソ剤に比し

て遅効性と云われるが,接触時間と殺組効只のrrTqの関

係もT.1FJ雌となってくる｡

以上の如く教組剤の効力試験にはfLTi々のPq朗があh,

あるものはその方抗論的なものであt).又あるものは

葺怯剤自体の相性によるものもあるが,frt591自体の諸種

の宏矧 こよって文和されている両も掛 ご大きい｡幼虫

耶除のための?.職 研兜として,これらの言t;･rLlほ を明ら

かにす,-Jことは非'IIYfこm要なことと叩 れる｡この様
な見地より,水和においては,一定の物円的,化学的

条件ドで兆刑処和を受けたn..5.ハエ獄幼虫がどの様な

脚 L:を只するかと云うことを先ずnJ)らかにし,ICに兆

剤処理'D時間を変えた時,その反応がどの様に変化す

るかを関田とし,併せて二 ･三の効力判Jq上の関税に

ついて述べる｡
I

- 実験材料及び方法 ■

材料としては京抑大学化学研究所で歴代飼育しI=高

槻系のイエバェ MtISCadomesticavz'cinaMaとq.杏

分談していたゞさ,良沢(7)の提唱した豆腐柚飼育法に

.上り当研兜1所でm-ffL,'たものを用い,又薬剤としては

某社市鮫の防疫川110% .)ンデン乳剤を用いた｡牛乳

で飼育した城山に;魚粉と米ヌカを 1:1の割合で混

ぜ水でねつたものに 12時間産卵させ,その晩 24時

間たって1令幼虫となったものを,豆腐粕培地約150g

を入れた径 9cm.深さ 12cm のガラスポットに,1

ポット.)_'Jjり約250刑の割合で移して飼育し,それから

4日日の3令的山をば火映につかった｡実験方法は径

9cm,深さ 8cm の腰.I?;シャーレに,10% l)ンデン

乳剤を所要氾鹿に稀釈した薮5'淡 150ccを入れ,前述

の如くにしてあつめた3令幼虫を,一万を金網で,他

方をコルクで栓をした径 1cm,探さ 4cm のガラス

管に,1管当り20頭ずつ入れ ′3管を1叩位として所

定の時間薬披中に浸流した｡所TLl時.間が締過すると仙

川.して, 渡紙で余分の光枝を吸いlkった枚,碓 3cm,

深さ 4cm のガラ刈判こ入れセb.′､ン紙で茄をして,I

浸tl'1枚48時間.96柑l"A(1邦は24鴫悶絶も)の死亡fと

び珊化虫故をしらべ.iL!に郎化しナこもの:こついて羽化

串,一羽化12i-に%1-したn払 托比等を.?.肘E-tJl=｡■幼山の

蛙死の判)'Eは柄つき針D光で突いて.全然はJL;をホき

ないものを死亡と兄似し,対照区として水をfT]いて所

定時間の浸出を行った｡以上の火映を夫々3回繰返し,

その平均値について考祭を加えた｡なお英攻浸渋時間

は30分,60分,120分,180分,240分の5通t)に分

けた｡以上の実験中英枚浸抗及び諸調査は 25⊥28oC

の室内で行い,その他の時はすべて温度 28oC,食規
1

の過飽和液で湿碇約 76% R.H..に調節した恒湿田

.中においた｡
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実験結果及びその考察

投tl'1時Itilの相迎により実験区を5区に分けたが.各

火駿区の所定判定時におけるイエバエ3令軌由の,各

兆放血TiEに対する死亡率を示すと第 1表の如くなる｡
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なお 24時間判定では死亡又は矧 ヒした個体が少なく'.
まだ多くの胴体が幼虫として生存しており,48時聞 .

では大部分の個体が死亡又は嫡化して,幼虫として生

存していたのは極く少数の個体であった｡更に 96時
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Table3. Pupat;OnofthethirdinstarhrvaeofcommonhouseLTy,undertheeffectsofdifferentconcentrationsand

dippingtimesoHindaneemulsion,inpercentage.

TimelNumber

;ng Ihrvae

Concentrationoflindaneemulsioninpercentage

1.(;α;1.25 1.0 .833 .666_.50 .333 .285 .25 .20 .166 .125 .10 .083 .062 .05 .04 .033 .025 .016 0
o00 0 O1.6 16.6
(o) (0) (0) (0) (0) (6･6)(5.0)

o00･ 006.6 46.6
(0)(5.0)(13.3)(18.3)(35.0)(51･6)(26･6)

o00 0 ' 0 6.6 46.6
(o)(6.6)(18.3)(20.0)(38.3)(61.6)(30.0)

20.0 43.3 48.3
(3.3) (0) (0)

58.3 90.0 85.0
(13.3) (6.6) (0)

61.6 90.0 95.0
(16.6) (6.6)(5.0)
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脚.-虫 科一学

問判定では,嫡化するものは全部嫡化してしまい,幼

山のま 生ゝ存している個体はなかった｡従って 24時

悦後の判超は浸出時間の最 も短い 30分区と,最 も長

い 240分区の2区について行っただけで,他の区につ

いて:ま24時間判定は行わなかった｡このことは りγ

デン乳剤がかなt)遅効性である七 とを示 してお り,判

超時閲としては浸出終了後 48時間以上経過し7こほ う

が望ほ しい｡この節 1表の結果について夫々 Blissの

プロビット法により起緑転換を行った結果を示 したの

がm2訪…である｡ 各実験区,各判定時間苑 x2検,B

の砧栄を見ると適合政は良好と云えようふこの表より

判定時間と M･L C.(中央致死渋皮)甲動きを見る

と,各実験区共, 時間の経過と共に M.L C.は小

とな り,鈴木等t9)の述べた様な48時間後た死亡率が

一旦低 くなるという現象は認められなかった｡次に浸

出時間と M.L.C.の動きを見ると,48時I乱 96時

間両判定共投沢時間の延長にしたがって M.LC.は

小となっている｡これを図示すると弟 1図の如 くな り,

30分区か ら60分区への減少は汲しいが,120分区以

J_･.ではきわめて紐やかでありその推移はほ 双ゞ曲線に

近い帆E)Jをポ している｡又第 2衣の回帰tEi緑の方向係

数 bの仏は,48時間判定では浸㍍時間の延長と共に

増大しているが.96時間判定ではや ゝこの幌向 が乱

れている｡以上のことより見 るIと,120分区以上では

刑伽 こ払 ヒした結果が狩 られている様に思われる｡
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Fig.1. Relation betweenM.L.C.and

dippingtime.

o:48hoursafterdipping

● :96 JV 'ク ク

次にこれ らめ各央験区における嫡化の状感を調査し

た｡弟3表:ま各判定時間別に薬液処理をうけた3令幼

虫の蛸化率を,供軍虫数に対する百分率で示したものI
である;いずれ も鶴牧氾姥の減少にしたがって,は ゞ

-d線的に純化率は高くなっている｡判Jti:時間別に見る1

12O

節 21 巻-1V'

と,各実験区,各氾蛙共24時間後と4郎別EU後の結果では

痢化率にかなりの差が認められるが,48時間後と96帖
間後とでは差は践少となっている｡又蛸化したものに

ついて見ると,対照と兆枚処理区であまり榔 ヒ迄の時

,間に差はなく,薬液処理による嫡化遅延又は促逃とい

･う現象は認められなかった｡なおカツコ内の数字は封

筒焔D供試幼虫数に対する百分率を示している｡こ.ゝ

で云 う只花柄とはFeldman-Muhsum(2'が山姥処班に

ょって生 じた輿常鰍 こついて述べているものと-a:-1.･)｡QT

なり,形態的には口出は幼虫時の形態を探って突5111

しているが他の部分は正常の個と全く異ならないもの

でmetathetclyと思われる様な現象であるム後述する如

く羽化率が甚だ低 く正常の燭 と掛司一に扱えないもの

であ り,刺.q区では全然この様な只常矧 ま生 じないの

で明 らかに米紙の彪掛 こよって,.正常の嫡化が阻げら

れて生 じたものと愚われる｡この様な馬借変態は粒々

の異常環境にさらすことによって生起させ細ることが

既妃 Nag｡IR.H.く8,,ChapmanR,N･'biv･Lcnger･

ken(5)(6'等によって報ぜ られているが,, 双細目地山

で殺虫剤処理によりmetathetelyが生じたということ

は非常に興味ある-1tj3実である｡この異常蛸D山王別人態

を第3表について見ると,各実験区共.正精鋼が捌 )

れるよりもずつと高nl定の非液処理2)段階で加われは

じめ,正常蛸が出現しはじめる況度の附近で以南とな

り,その後は衣紋の氾度が逝くなるにつれて減少して,

iF_常桶とおきかわっている｡この山Iji状態を兆枚此度

･の対数に対する折庄分(fJ-tして醐 )してみると,30分

区以外はいずれ もほ iゞE規分布 と見放し紳 こ｡その各

パラメ-タ-及び が 検定の紙袋 を示したのが苅4誠

である｡-平均は浸故時間の延長隼つれて1･7か ら 0･6
追 (0.517,% から O.0418,00'迄)漸減しておh.1班qti

偏差は 30.分区を除いて各突嘩区共 0･15-0･18のJA)

の旭を保っている｡次にこれ らめ正絹痢碑び異指焔の

羽化率をしらべると第5衣の如くなる｡浸己加古個の和
迩による羽化率の茸は,典故処理をうけた正絹粗 鋼

常軌 対娼区を通 じて認められなかった｡同｣実験区

内では,異常崩の羽化率は正常蛸のそれ痔比して'i;'fCこ
非館に;･出く,顕著な差を示しだが,鶴牧処理をうけI:

正常蛸の羽化率は,対照区のそれとあまり丑はなく,

鈴木等の云5_リンデン乳剤の羽化に及ぼす後作川はiH

められなかった｡なお三明ヒ成山の性比及び羽化に出し

7こEl数については,火験区別,即納苛,兆枚処劫をう

けT:正箱蛸,対照区等による差は認められな,かった｡

この様な異御 用は ･)ンデン乳剤2)特殊作用によって生

じIIのではなく,オルソ剤等による同様な兆彼処甥牝/

よっても生 じてお り,.従来殺姐剤の効力を諭ずる時に

この様な中間的矧巧の碓饗に?いて,あま t)考慮はは
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Tablc4. Paramctcr90Hrcqucncydistr払ution90E.lbnormalpupaetologarithm oE
concentration.

･ 半 : log(cbncentrationxlOe)

Table5. Emergenceofcommonhousefly-undertheeffectoEdiEferent〔dipping
l̀imeoflindaneemulsion.

らわれなかったが,この異常蛸の様に 10% 前後の低

い羽化率をもったものが∴兆攻処理の彫蟹にJ:つて生

ずると云うことは,幼虫の死亡率,死亡時間等とは別

に,教組刑の作用機構,効力等を諭ずるにあたって考

慮すべき71絹弓である｡又そg)州税状態が炎淡泊度の対

数に対してIlI規性を有するということは,昆虫の鵜剤

に対する感受性という両から見て妥当なこノとであり,

ハエ類幼虫の柴剤に対する抵抗性の正当71発現の一粒

であると思われる｡なお 30分区が147!4卦 こおいてil二

親分相を司きず,又標準偏差が他の実験区に比して大

であることは;第1図及び第2表の M二L.C.が非常

に大であることと併せて.何か他の実験区に比して,

')ンデン乳剤の作用が異なる様に思われ7J ｡

要 約

邦3令のイエバエ幼山をT)ンデン乳剤の椛別状に没

iILしてその彫淡をしらづ1=｡

1. 浸il'ln.73rt"Jは30分,60分.120分,180分,240

分の5i帥 とし, 抑 ELl..jrLIJはむむ'臓 2Jl時I肌 48時批

96鴫間とした｡

2. M.L.C.はSZhl1時批 判疋柑elJの延長につれ

て小となった｡

･13.･共彼処FJ3の凝班として児'i細石があらわれ,その _

出現状態は典牧肌JRの対数に対して,･ほ 正ゞ規分布を

示しI:｡-

'4･ 典故処理による如馴ヒの遅延又は促進は認めら申

なかった｡

5･ 只77','蛸の羽化率は非常に低く,正常柄との間に

顕著な差が認められた｡恭枚処理をうけた11:棺桶と対

照区とでは羽化率に差は詔､められなかった.'

'5･ 浸抗時間の差に,3:る羽化率への彩哲は認められ

なかった｡
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Resum色

In thispaper,weanali2led severalecological

and technicalproblemsin biologicalassay of

insecticide,usedthird instarlarvaeofcommon

hous3 ny,Musca do7neSlicavl'cinaMacq.For

thispurposP,rthelarvae.offlyaredipped in
lindanc103.'emulsiムnofvariousconcehtrations,

during30,60,120,180,240minutesrespectively.

Then Dumberofdeadandpupatedlarvaeare

countcd24,48and96h(山rs after treatment.

Additionally, rateofemerg.er!ce･developmental

periodfrom eggtoemergenceofadult,andsex

ratiooEadultareobserved.Theresultsareas

follows;

MorlaliEyandconcentration-mortalityregression

舘 211巻rlY '

equationsoflaⅣae due to dipping inlindane

emulsionareshownTableIand II.M.L C.

(medianlethal conFentration)decreasesgradually
with"limeafterdipping"andwithtIledongation

ofdipping･time(seeFig.1).

Weobservedabnotmalpt:pationofsomelarvae,
wl一ich were treated with the insecticide.

Morphological1y, theirmouth parts remainat

larvalstage,butallotherparts areSuccessful

pupae(metathetely).Frequency distribution oE

theseabnormalpupaetologarithmofconcentration

oHindaneemu75ionfittedwithnormaldistribution

curve(Tab一eIV).Comparingwitllnormalpupae

treated witIl lindane emulsion, the rate of1

emergenceoEtheseabnormalpupaeisextrcmcly

low (TableV).Butbetween theLno,matpupae

treatedwith I;ndaneemulsionandwith water,

differenceoftherateofemergenceisinsignificant.

Therateofemergence,developmentalperiod

from egg toemergenceofadult,､andsexratios

ofnyemerged from normalandabnormalpupae

arcnotaffectedwithanydippingtime.

ErrtnbofSolnChlSeCticide80ntheReSPira一ionoffuscctOrgans,yiLhSpecialltcfercncc

lo一hcEEfecやofltotcnone･Jun-jchiFL.hrAM (LaboratoryofAppliedEntomology,FacJty

ofAgriculture/UniversityofTokyo)Received bet.29,1956.BoEyu-Kagaku,21,122,1956

(withEnglishresume,128).

が･ 昆虫の適等組織呼吸に及ぼす 望,3殺虫剤 の影響,矧 こロテ ノーンにつし､て 深見JlUi-

(仙 ;く大学 出学部 苦虫学研究室)31.10.29受理

托山の臓FJ詩納税呼吸特に神経および筋肉の呼吸代謝に及ぼす 2,3殺山剤 (パラチオン,DDT お

よびピレト))ン)とロチノーンの越智を比較検討した舶来,Z'nvivoおよび i'" ifroを並じて阻苔

のあったのは,ロテ/-ンのみであったo この結果と現在までに得られた知見とを結合すると, ロノ 1､
チノーノは神経および筋肉の細胞呼吸を抑制してそれらを林搾させ, 虫を致死させるものと推論さ

れろ｡

昆山のロチノーンによる申出症状は兆剤のいかなる

1次作用によって誘発されるかはまだ十分明かに さ

れてLp'ない｡古く Tischler?)はロチノーンの1次作

用は虫休の髄索利用能力の阻害であると推諭した｡守至

者 らはこの観点から虫体の細胞呼吸に対するロテノー

ンの彫蟹について検討を加え一)t5).5;,,筋肉組孤軍呼吸

代謝にロチノーンが直接作用していることを明かにL

I=｡本研允においては,ロチノーンの或要な作用点と

考えられる神経組椴の呼吸代謝に及ぼす彫蟹を,筋肉

や消化lm拙'の呼吸代謝に及ぼす膨饗と比較較討すると
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ともに,他の殺虫剤すなわち DDT,メチルパラチオ

ンおよびピレトt)ンについても比較実験を行ったので

報告する次第である｡

なお本研究を行うに当り孝明旨串を捌 っつた朔大出学

部山崎輝男助教授および檎橋敏夫氏,また粒々'ii益な

恥助言を協わった出林省出発放射研兜所石非毅二郎帖

士,古沢長次郎技官に厚くお礼叫し上げる｡

実験材料並びに方革

供試昆虫 :ワモンゴキプT)PeriL･laneEaamen'cana

L･および ダイミヨウバッタ LocusLa lnZgraLonla


